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表 1 作家の文の長さ 
作品 作家 文の長さの平均 
吾輩は猫である 夏目漱石 29.8 
坊っちゃん 夏目漱石 30.9 
城の崎にて 志賀直哉 28.8 
暗夜行路 志賀直哉 25.6 
細雪 谷崎潤一郎 170.1 
雪国 川端康成 55.5 
伊豆の踊子 川端康成 30.2 
楼蘭 井上靖 47.8 
斜陽 太宰治 71.4 
人間失格 太宰治 48.7 
万延元年のフットボール 大江健三郎 43.0 
羊をめぐる冒険 村上春樹 36.7 
五分後の世界 村上龍 46.2 
うたかた 吉本ばなな 41.2 
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られる。日本語教育の文脈で言えば、日本語能力試験の 1 級から 4 級、または N1 から
N5 が代表的な難易度のスケールになるであろう。国語教育の文脈で言えば、小 1～高 3
までの学年が代表的なスケールになるであろう。 




































タ」、2 つ目は、旧日本語能力試験の 25 年分の読解テキストで構成した「評価データ」で
ある。「基本データ」はリーダビリティ公式を開発するためであり、「評価データ」はリー
ダビリティ公式の妥当性を確認するために使用している。 




3.1 第 1 ステップ：基準コーパス構築 
リーダビリティ公式を作成するためには「基準コーパス」が必要である。この「基準コー













後半、上級前半、上級後半」の 6 段階のレベルをつけた。6 段階のレベルイメージは表 2
のとおりであり、「基準コーパス」のデータサイズは表 3 のとおりである。 
 















表 3 「基準コーパス」のデータサイズ 
初級前半 初級後半 中級前半 中級後半 上級前半 上級後半 
異なり語数 3,178 2,858 5,156 10,291 6,833 4,712 

















































3.2 第 2 ステップ：リーダビリティ公式の作成 
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（定数） 5.938 0.787 
平均文長 -.099  
モデル 2 （定数） 6.691 0.839 
平均文長 -.082  
漢語率 -.073  
モデル 3 （定数） 13.195 0.878 
平均文長 -.063  
漢語率 -.153  
和語率 -.086  
モデル 4 （定数） 12.128 0.893 
平均文長 -.057  
漢語率 -.142  
和語率 -.061  
動詞率 -.159  
モデル 5 （定数） 11.724 0.896 
平均文長 -.056  
漢語率 -.126  
和語率 -.042  
動詞率 -.145  
助詞率 -.044  
  
表 4 のモデル 1 は、定数と平均文長のみで構成されたモデルであり、予測精度を示す
R2値は 0.787 である。モデル 2 からモデル 5 も同様の観点で捉え、決定係数の推移を確認
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3.3 第 3 ステップ：外部基準による公式の検証 







表 6 旧日本語能力試験の読解テキストのレベル×リーダビリティレベルのクロス集計 
  
リーダビリティレベル 




読  解 
テキスト 
レ ベ ル 
1 級 度数 0 0 6 47 25 78 
JLPT の % 0.0% 0.0% 7.7% 60.3% 32.1% 100.0% 
2 級 度数 0 1 19 44 2 66 
JLPT の % 0.0% 1.5% 28.8% 66.7% 3.0% 100.0% 
3 級 度数 0 7 10 0 0 17 
JLPT の % 0.0% 41.2% 58.8% 0.0% 0.0% 100.0% 
4 級 度数 5 6 0 0 0 11 
JLPT の % 45.5% 54.5% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 
合計 度数 5 14 35 91 27 172 






































の日本語部分を使用した。分析の結果として表 7 の内容が明らかになった。 
 
表 7 難易度調査の結果 
区分 初級前半 初級後半 中級前半 中級後半 上級前半 上級後半 超級 
書籍 2(0.3%) 36(5.5%) 269(41.2%) 209(32.0%) 106(16.2%) 30(4.6%) 1(0.2%) 
web 31(5.8%) 173(32.1%) 72(13.4%) 261(48.4%) 2(0.4%) 0(0.0%) 0(0.0%) 
白書 0(0.0%) 0(0.0%) 16(6.3%) 0(0.0%) 46(18.0%) 102(39.8%) 92(35.9%) 
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表 8 コーパスと言語教育の応用を考える際の観点 
観点 領域 具体例 







































































































 2 n-gram とは、長さ n を持つ文字列または単語列などの記号列である。文字や単語の出現は直前
の文字列または単語に影響されるということに着目した言語モデルである（言語処理学会（編）
（2010:122-124））。 
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